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蚊の寄生線虫Rees/川c川太〃/C/Sｅ"/の生態

とくに宿主への接近について

栗原毅

帝京大学医学部寄生虫学教室

(昭和５０年１１月１９日受領）

蚊の駆除，疾病媒介蚊の防除に多用された合成殺虫剤

が，蚊の抵抗`性出現や環境汚染に原因して，これに代わ

る防除法の開発が検討されている．天敵利用もその一案
で，Mermithidaeの線虫の一種，ルes〃eγ,"/ｓ”ieZ‐

se"iTsaiandGrundmann，１９６９は，中でも実用化が

注目されている蚊幼虫の寄生虫である

これまでに本種線虫については，継代飼育の方法と飼

育条件（Petersenl972，1973a，Petersen＆Willis

l970，1972a)や，生活史と宿主選択`性(PetersenelfaJ、

1968,69）などの研究が進められ，容易に大量飼育がで

きるようになった．飼育の所要経費も安価で（Petersen

l973b)，また蚊以外の生物への影響が実験的には皆

無に近い(IgnoHoeZaL1973，1974）などの実用上の
利点も知られている。

しかし，実際に蚊の発生源に放した防除の試みの中に

は，必ずしも満足でない成績もある（MitchelleZaZ、

1972,ＣｈａｐｍａｎｎｅＺａＬ１９７２）し，また，宿主の蚊の

種によっては，かなり良い成績をえた例もある（Peter‐

sen＆Willis，１９７２ｂ，ｃ、；PetersenetaZ，1972,

1973)．そしてこれらの実施を報告した著者らは，「より

実用化するのには，本種の習性，生態の研究が，一層進

展せねばならない」と強調している．すでに多くの寄生

性蠕虫類で，その行動，宿主への接近・侵入のメカニズ

ムなどの報告例を見るが，寄生虫利用の害虫駆除にも，

同様な解析が必要と考える．

；本報告は，本種線虫の寄生世代に移る前の感染幼虫，

(Infectivestage，preparasiticstage）の生態，とくに

宿主に侵入するまでの過程を追った室内実験の概要で，

水温と，宿主の密度・分布が寄生率に及ぼす影響，なら

びに感染幼虫が宿主周辺に集中化し感染が成立する生態

についての観察を，記述した．

材料と方法

供した線虫は，アメリカ農務省Ｄｒ・ＪＪ・Petersen

より分与されたコロニーを，継代飼育したものである．

Petersen＆Williｓ（1972a)の方法に従い，本種の卵が

産みつけられている砂培地（Sandculture）を保存し，

必要に応じて浸水して感染幼虫を孵化源泳せしめた．

各実験に使用した感染幼虫は浸水開始後２時間以内に

えたもので，その数の測定は,静止した水中より0.1ｍｌ

づつピペットで採水してホールスライドにとり，その中

の感染幼虫数を実体顕微鏡下で調べた．２０回これを繰返

して，その平均値から，感染幼虫の`密度と全数を推定し
た．

宿主は継代飼育のチカイエカＣｔ`ＪｅｚＰやie"ｓｌ"oZes〃s

Forskalで，２齢脱皮後24時間以内の幼虫を用いた．寄

生率と定着した線虫数の算定は，幼虫と線虫を同一容器

内に放置して４日後（特記した場合を除く）の幼虫を，

10倍の実体顕微鏡下で解剖し，体内から摘出した線虫数

の記録に基いている．幼虫は，１幼虫あたり１日0.5ｍｇ

のマウス用粉末飼料を与えた．水温は，特記した場合を

除き，２５°Ｃで，すべて実験容器ごと定温度室内に入れ

て規定水温を保った．実験用容器（以下容器と記す)は，

原則として口経９ｃｍの腰高シャーレを使用した．

幼虫を容器内の特定位置に配置する際は，５０メッシ

ュ．ポリエチレン製の網で作った口経2.5ｃｍの円筒型カ

プセル（以下カプセルと記す）を用いた．これに規定数

の幼虫を入れて任意の位置におく．幼虫に接近する線虫

密度は，カプセル内からピペットで採水して実体顕微鏡
下におき，その数を算えた．

経時的に観察をする際は，常に同一条件の容器を同時

に設定しておき，－容器は－観察時にのみ用いた．

本研究の一部は，文部省科学研究費の補助をうけた．
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に150匹の感染幼虫と，２齢幼虫を50または150匹を放置

した場合の各組合わせでの，寄生率と１宿主あたり定着

した線虫数平均値、などについて検討した．Table、１

は，その成績で，宿主である２齢幼虫が50匹でも150匹

でも25°Ｃに最大の寄生率と，ｍの値が見出された．低

水温では寄生率が低下するがこの差異は，分散分析によ

りＦｏ＝8.836（宿主150の場合)，Ｆｏ＝12.572（50の場

合）と，１％で有意であった．また定着した線虫数も

Fo＝6.022,ＦO＝9.148と，有意な差をしめした．しかし

供した宿主の数は，寄生率にさらに大きな影響をみせて

いた．

２．宿主の密度と分布の影響

２－１．７段階の異なる宿主密度，すなわち，１０，２５，

５０，７５，１００，１５０，２５０の各宿主（２齢幼虫）と同じ容

器内に150の感染幼虫を放し，寄生率などを比較した．

Table、２はその５回繰返した実験の結果をしめしてい

成績

１．水温の影響

１－１．１０，１５，２０，２５，３０°Ｃの各水温で，150匹ず

つの感染幼虫を分離し，２ｍｌの水中におき，経時的に

死亡率を調べた．死亡率は，日を追ってシグモイド曲線

状に増加した．生存数平均値から累積死亡率を計算して

これをプロピットに変換して，経過時間ごとにプロット

すると，各水温条件下とも，一次直線によく一致する．

Fig.１は，算出した回帰直線をしめしている．ここか
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Ｆｉｇ，２Ｅｆｆｅｃｔｏｆｈｏｓｔｄｅｎｓｉｔｉｅｓｏｎｔｈｅｉｎｆｅc‐

tionrateofmosquitolarvae(○）ａｎｄ
ｏｎｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｎｅｍａｔｏｄｅｓ

ｅｓｔａｂlished(●）

ら算出されるLT-50の値は，１０°Ｃで9.02日，１５゜５．３３

日，２０゜4.41日，２５゜1.79日，３０．１．０５日となり水温が高

いほど，寿命が短かくなることをしめしている．

1-215-30°Ｃの４段階の水温の各々，同一容器内

TablelEffectofwatertemperatureｏｎｔｈｅｒａｔｅｏｆｐａｒａｓｉｔｉｓｍｏｆＯ`ＺａｒＰやie"ｓ

γ"oJesmslarvaeexposedtol50infectivestagenematodes，andmean

numberofnematodesrecoverｅｄｐｅｒｈｏｓｔ（、）withthestandard

deviation（ｓｄ)．Ａｌｌｔｈｅｖａｌｕｅｓａｒｅｔｈｅｍｅａｎｆｏｒｆｉｖｅｔrials
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Table2EfIectofincreasingnumberｓｏｆｈｏｓｔｏｎｔｈｅｒａｔｅｏｆｐａｒａｓｉｔｉｓｍａｎdthe

numberofparasitesrecovered，exposedtol50infectivestageparasites・
Ａｌｌｔｈｅｖａｌｕｅｓａｒｅｔｈｅｍｅａｎｆｏｒｆｉｖｅｔrials

Ｎｏｏｆｈｏｓｔｓｅｘｐｏｓｅｄ（Ｎ）

Ｎｏ．ofhostsparasitised（Ｈ）

Rateofparasitism％

Ｎｏ．ofparasitesrecovered（E）

ＭｅａｎＮｏ、ofnematodes（ｍ＝Ｅ/Ｎ）

standardｄｅｖｉａｔｉｏｎ

ｖａｒｌａｎｃｅ

ＭｅａｎＮｏ・ofneInas/infectedhost（ｍ'＝Ｅ/Ｈ）

０
０
０
０
１
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．
・
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０
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０
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２
５
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．
．
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２
０
０
０
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１０．０

１００

２６．６

２．６６０
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2５
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５２．２

２．０８８
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２．１０４
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１．２９５

Table3Effectofthehostarrangemeｎｔｏｎｔｈｅｒａｔｅｏｆｐａｒａｓｉｔｉｓｍａｎｄｔｈｅｎumberofnemtodes

intheparasiticstageperhost、６０１arvaewererestrictedtospecificlocationsineachof

Hat-bottomedveｓｓｅｌｓ９ｃｍｉｎｄｉａｍｅｔｅｒｗｉｔｈ５０ｍｌwater，byplacingtheminvariousnu‐

mberofcylindricalcages，ｍａｄｅｂｙ５０－meshplasticscreen，２．５ｃｍｉｎｄｉａｍｅｔｅｒ，andexpo‐

sedwithinfectivestagenematodesfor6hours・Ｔｈｅｌａｒｖａｅｗｅｒｅｃｏｎｔａｉｎｅｄｉｎａｃａｇｅａnd

placedataspot，ｏｒａｌｌｔｈｅｌａｒｖａｅｄｉｖｉｄｅｄｅｑｕａｌｌｙｉｎｔｏｔｗｏｃａｇｅｓ，orthreecages，four

cagesand/orfivecagesThecageswerearrangedalongtheinnerwallofthevesselwith

thesamedistanceAllthevaluesarethemeanforthreereplicationｓ

Ｎｏ．infectivestagenemasexposed３００

Ｎｏ．ofhostcages/vessell２３４

600

３ ４５５ １２

Ｎｏ．ofhostparasitized(Ｈ）

％parasitism

No、ofparasites
recovered(E）

ＭｅａｎＮｏｏｆｎｅｍａｓ/host
（ｍ＝E/60）

standarddeviation

MeanNo・nemas/infected
host（ｍ'＝Ｅ/Ｈ）

５５．８

９３

１００．２

１．６７
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5３．４

８９

９９．０
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１９．２

３２
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０．６０２

１．１８

2０．４

３４
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4０．８

６８

５２．８

０．８８

０．７７３

１．２９

3９．６

６６

６１．２

１．０２

１０３９

１．５４

40.9

68

66.0

１．１０

１．０１５

１．６１

4３．８

７３

８２．２

１．３７

１．２３６

１．８７

4８．０

８０

９５．４

１．５９

Ｌ３５６

Ｌ９８

５７．６

９６

１１７ｄ６

Ｌ９６

Ｌ１８０

２．０４

ｍ＝－１．８０６１o9,0Ｎ＋４．５５５

の回帰式がえられた．またｍの標準偏差値とｍとの比

(変動係数)は，宿主密度が大きくなる程，大になるた

め，定着数のバラツキが，次第に大きくなるものと考え

られる．

寄生定着した線虫の密度を，寄生を受けた宿主当りの

値、'＝Ｅ/Ｈで算出すると，最大の宿主密度250で、′

＝１．０，以下宿主が少ない程，増加する．すなわち重複

寄生が多くなる．この間に

、'＝－１．３０１og10N＋３．９２がえられた．

2-2．感染幼虫を50ｍｌの水と共に300または600匹ず

つ容器にとり，１時間静置して，この中に60匹の２齢幼

虫を５通りの分布状態に配置した．カプセル１コに全６０

匹の幼虫を入れ１カ所においた場合，２コに30匹ずつ入

れ，２カ所に相対しておく場合，同様３コに20匹ずつ，

る．

寄生率は，密度が低下するにつれて高い値をしめし，

100％近い寄生率は供試線虫数の1/３の宿主数，または

それ以下の際にえられた．

宿主体内に定着した線虫総数(Ｅ)は，宿主密度100で

最大となり，それより高密度でも低密度でも減少する．

またこの宿主密度100において，寄生された宿主の総数

(Ｈ)も最大になる(Fig.２)。このTable２におけるＥと

Ｈの間の相関係数はｒ＝0.879（p＜０．０５）と算出され，

また，

Ｅ＝０．９１９Ｈ＋２２．６３２

の回帰式が見出された．

寄生定着をした線虫の，宿主当りの密度ｍは，宿主

の密度が大となる程低下して，宿主密度(Ｎ)の対数値と

の間に，

（１０）
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Table4Densitiesofinfectivestagｅｎｅｍａｓｐｅｒｍｌｗａｔｅｒ・Thesamplesweretakenfrom

fourcylindricalcages，madeby50-meshplasticscreenof2､５ｃｍｉｎｄｉａｍｅｔｅｒ，

ｌｏｃａｔｅｄａｌｏｎｇｔｈｅｉｎｎｅｒｗａＵｏｆａｖｅｓｓe１，９ｃｍｉｎｄｉａｍｅｔｅｒ，withsamedistance

eachother・AllthetestreplicatedlOtimes

Vesselswithoutlarvae Vesselswitｈｌａｒｖｅ

ＣａｇｅｐｌａｃｅｄａｔＡＢＣＤＡ＊ＢＣ＊，

Densityat2hrsafternemasintroduction

standarddeviation

Densityat6hrsafternemasintroduction
standarddeviation

２．７０

１．３３７

３．４０

１．５７６

２．９０

０．７３７

３．１０

１．４４９

２．７０

１．１５９

２．５０

２．１７３

３．１０

１．５９５

２．３０

１．３３７

5．３０

２．４０６

３．８０

１．５４９

2.00

1.333

2.80

1.316

４．１０

１．６６３

２．１０

１．３７０

２．６０

２．３６６

１．７０

１．５６７

＊introducedlOmosquiotolarvaeinthecageAandCrespectively．

Table5Meannumberofnematodesestablishedin2-ndinstarlarvaexposedforvarious

periods・The251arvaewereplacedinacylindricalcage2､５ｃｍｉｎｄｉａｍｅｔｅｒ，made

by50-meshplasticscreenandlocatedataedgeofthevessel，９ｃｍｉｎｄｉａｍｅｔｅｒ・

Allthetestreplicatedthreetimes

ＭｅａｎＮｏ

ｎｅｍａｓｐｅｒ

ｈｏｓｔ

Ｎｏ．host

examined

Ｎｏ．host

parasitized
Ｈｏｕｒｓａｆｔｅｒ

ｅｘｐｏｓｕｒｅ

Ｎｏ．parasite
recovered

Ｎｏ．parasite
introduced

s､．．

４
２
１
４
７
７
５
９
２
２
１
９
８

７
２
１
１
２
３
３
０
７
７
８
０
９

３
２
０
５
０
０
１
２
３
４
１
４
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

、
〉
０
〉
、
〉
、
〉
、
〉
、
〉
９
『
Ｉ
ワ
］
９
ｑ
〉
ｑ
）
４

戸
Ｄ
Ｆ
Ｄ
５
５
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
４
４
一
Ｆ
、
４
４
４
４

８
８
６
０
８
０
９
７
２
９
９
９
４

２
３
４
４
５
４
４
５
４
４
４
４

８
４
２
６
２
６
０
３
１
０
９
７
８

５
６
８
９
９
０
０
１
２
９
０
９

１
１
１
１
１

６
８
４
２
４
２
４
９
３
４
２
８
２

１
０
２
７
８
９
０
１
１
４
０
１
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２

500

５
●

０
２
４
６
８
０
４
８
２
２
８
２
２

１
１
１
２
２
１
２
２

Ａ1000＊

Ｂ500＊
＊

Ｃ250＊

＊１４ｈｏｕｒｓａｆｔｅｒｔｈｅｅｘｐｏｓｕｒｅｔｏ５００ｉｎｆｅctivestagenemas，ｔｈｅｌａｒｖａｅｔｏｇｅｔｈｅｒｗｉｔｈｃａｇｅ

ｗｅｒｅｔransferedtothenewvesselwhichcontainsA1000，Ｂ５００ａｎｄＣ２５０ｆｒｅｓｈｉｎｆｅｃ‐

tivestagenematodesrespectively・ＴｈｕｓｔｈｅｎｅｔｅｘｐｏｓｕｒｅｔｉｍｅｔｏｌＯＯＯｎｅmatodeswas

８hours，ｔｏ５００ｎｅｍａｔｏｄｅｓ４ｏｒ８ｈｏｕｒｓ，ａｎｄｔｏ２５０ｎｅｍａｔｏｄｅｓｆｏｒ８ｈｏｕｒｓ

４コ15匹，５コ12匹ずつ，いずれも等間隔に，内壁沿い

に，強制配置した．６時間この状態にして，以後幼虫

は，別の蒸溜水に移し，飼育し，剖検したところ，分布

が局在している－カプセル１，２コに閉じこめられてい

る場合に寄生率が低下した（Table３)．定着した線虫総

数も，同様に減少する．しかし，定着した線虫数の寄生

された宿主当りの密度、′は，供試数が300だと宿主が

分散している程，大きな値をしめすのに，線虫600では，

分布程度による影響が一律ではない．被寄生宿主数は少

数であったが，線虫の活動は大であったと解される．

３．感染幼虫の行動

3-1．感染幼虫500匹，水50ｍlの容器内にカプセル４

コを等間隔に配置した．２時間後，６時間後に，各カプ

セルから１ｍｌの水をとり，感染幼虫の数を比較したと

ころ，Ｔａｂｌｅ４にしめすように，各カプセルの感染幼

虫数に差異は少なく，統計的に有意な差はなかつか・

また，４コのカプセル中，あい対する２コには10匹の

幼虫を放したところ，２時間後には，宿主のいるカプセ

ルでは，ほぼ２倍の線虫密度となった．その差はｔｏ＝

4.9803（p＜０．００１)で有意がある．しかし６時間後には

（１１）
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Ⅲ
その差が少なくなり，有意な差ではなくなった（to＝

1.5598,0.1＜Ｐ＜0.2)．

3-2．同様に２コのカプセルを静置し，一方のカプセ

ルに，２，１０，２５または50匹の２齢幼虫を放し，他方を

対照区として，それぞれのカプセル内の線虫密度を経時

的に比較観察した．

この内，宿主数２匹のカプセルでは，開始後30分で

6.0/ｍｌ：対照3.1/ｍ１，２時間6.2：2.2,4時間7j３．５，

６時間3.0：３．２を記録した．密度の比は，1.93,2.81,

2.0,0.93と変化したわけである．３回繰返したが，供

した幼虫のうち解剖時点まで生存したのは，３０分接触の

６匹中２匹にすぎなかった．そしてこの２匹は各１１，１２

匹の線虫を宿していた．いずれの宿主数の場合も同様だ

が，宿主は線虫との接触により異常に激しい動きをす

る．この２匹の場合は，４時間接触でこの動きが止ま

り，６時間では疑死状態になってしまった．

Fig.３Ａは，幼虫数１０，２５，５０の各々の場合の密度比

を調べた成績で，いずれの宿主数でも開始後30分には，

感染幼虫の集まりが見られ，２時間でピークとなること

を示している．前述の２匹の場合は，６時間で，比の値

が１以下に戻ったが，１０匹では８時間，２５匹10時間，

50匹では12～14時間を経過して，１もしくは，１前後と

なる．ピーク時の密度は，いずれの宿主数でも，対照区

の２～３倍で，大差ない．

集中化現象に伴なう寄生率の変化を調べるために，実

験の翌日から解剖をはじめた（４日間保存飼育すると，

その間に死ぬ個体が多かったからである)．寄生率は，

Ｆｉｇ３Ｂにしめすように，少ない宿主数では，かなり早

期に高まる．そして定着した線虫数Ｅ（Fig.３Ｃ，１宿

主あたり平均値、×供試宿主数Ｎ）も，寄生率の上昇と

ほぼ同じようなパタンで増加する．

各経過時ごとのＥの数値と，寄生を受けた宿主数Ｈと

の間には，宿主数１０，２５，５０の各々でｒ＝0.979,ｒ＝

0.987,ｒ＝0.980と，著しく高い相関係数を見出した．

3-3．上述の実験で，２５匹の宿主の入ったカプセル

は，さらにそのまま放置して，線虫との接触時間を延長

してみた．その結果14時間の時点では，寄生率100％，

寄生世代の線虫密度、＝2.04が，２２時間時点では，ｍ＝

2.13と僅かに増加した（Table５）．

そこで14時間時点の宿主を，カプセルごと，別の新鮮

な線虫1000匹のいる容器Ａに移してみたところ，２２時間

時点では，ｍ＝2.44になった．同様に容器Ｂ（新鮮な感

染幼虫500がいる)，またはＣ（同250）に移した場合は，

それぞれ、＝2.18,2.22であった．100％寄生を受け
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Fig3Effectofdifferentexposuｒｅｐｅｒｉｏｄｏｎ

Ａ－ｔｈｅｒａｔｉｏｏｆｄｅｎｓｉｔｙｏｆｉｎｆｅｃｔｉｖｅ

ｓｔａｇｅｎｅｍａｔｏｄｅｉｎａｃａｇｅwithlarvae／

withoutlarvae，Ｂ－ｒａｔｅｏｆｐａｒａｓｉｔｉｓｍ

ｉｎ２ｎｄｉｎｓｔａｒｌarvae，ａｎｄＣ－ｎｕｍｂｅｒｏｆ

ｐａｒａｓｉｔｉｃｓｔａｇｅｎｅｍatodesrecovered

fromallthehostsｅｘｐｏｓｅｄ・Two

cylindricalcages，２．５cｍindiameter，

madebyplasticscreenJocateonthe

oppositeedgesinavessel，９cmin

diameter，with500infectivestage

nematodesａｎｄ５０ｍｌｏｆｗａｔｅｒ・Ｔｈｅｎ，

１０(●)，２５(○)or５０(ロ)larvaewereintr‐

oducedinacylindicalcage・Ineach

observationperiod，ａｓａｍｐｌｅｏｆｔｗｏｍｌ

ｏｆｗａｔｅｒｗａｓｔａｋｅｎｆｒｏｍｔｈｅｃａｇｅａｎｄ

ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｉｎｆｅｃｔivestagenemtodes

wereexamined（Ａ)．Thelarvaewere

separatedfromtheparasitesattheend

ofeachexposureｔｉｍｅ，andexamined

forparasitism（ＢａｎｄＣ）

（１２）
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て，さらに新鮮な感染幼虫と接触してえられたｍの値

は，１４時間時点の2.04との間に，有意な差はみられなか

った．Ｔａｂｌｅ５から計算すると，２５匹の既寄生宿主群に

対して，新たに接触した線虫250匹は，８時間の接触期

間に計467匹が，500匹では1.0匹(Fig.４Ｂ)，1.000匹

でも10.22匹の線虫が，宿主の体内に侵入できたにすぎ

ない．

は，散布の18時間以前に感染幼虫を孵化瀞出している

が，これでは，宿主と接触するまでに40％近い死亡率だ

と推察され，宿主一寄生虫比の計算の誤差を生み，効率

が低下しよう．

宿主の分布が偏在していると，十分な線虫が集まりに

くい．餌の周囲や，孵化直後の卵塊周辺に集まっている

幼虫に対して，充分多数の線虫が集中化するには，極め

て多数の線虫を投入せねばなるまい．したがって，野外

でこの線虫を散布するには，宿主幼虫の数はもちろん，

分布状況についても検討し，施用量をきめなくてはなら

ない．

一定数の線虫を供しているのにかかわらず，宿主が高

密度だと，寄生率はもとより，寄生を受けた宿主数と，

宿主体内に侵入定着した線虫数までが減少する(Fig2)．

宿主が多過ぎても少なすぎても，線虫の生存率が低下す

るわけで，これは，特に本種を継代飼育する場合に注意

を要する点である．宿主が多すぎると寄生を受ける宿主

数の減る現象はPetersn＆Willis(1970)，Petersen

(1973c）も観察し，宿主密度が高いと宿主に噛まれたり

する線虫の傷害が多発し，寄生効率が低下するのではな

いか，と推論している．しかし，本実験の結果からは，

これは恐らく感染幼虫が宿主体内に潜入するまでの行動

に原因すると考えられる．すなわち,本種が,宿主体内に

入る迄に二つの過程を経ている．一つは，宿主周辺に集

まること，他は，宿主と接触し体内に入る段階である．

宿主の周辺の線虫密度は，急速に（30分以内に）高ま

った．これが，第一の過程，集中化である．この集中化

現象は，

１）密度が初めの２時間位は増加していくが，その後

は，たとえ未寄生の宿主がいても増加が進行することな

く，宿主のいない場所の２－３倍程度を保っている．

２）初期の頃は密度が，宿主数の多少に応じた大小を

しめさない．しかし，宿主が多いと，集中化している時

間が長期にわたる．

３）集中化は数時間継続して解散し，その時点での寄

生率は，100％に達していた．しかしその後，新しい線

虫が加わると，既感染幼虫群をとり巻く集中化が，再度

起る．という特徴を見出した．

多くの蠕虫類で，宿主を認知する機構が研究され，た

とえばChernin（1970)は，住血吸虫ミラシジウムが中

間宿主の貝から抽出された物質に激しく誘引されること

を示した＿他に，宿主の出すＣＯ２，温度差などに反応

する各種の寄生虫の例が，Croll(1972）の綜説に詳し

２
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２４６８１０ＵｌＬＩｌ６１８２０２２
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Fig，４EffectofexposureperidonA，ｔｈｅｒａ‐

ｔｉｏ（asexplainedonFig3)ａｎｄＢ，ｔｈｅ

ｎumberofparasiticstagenemasreco‐

ｖｅｒｅｄｌ４ｈｏｕｒｓａｆｔｅｒｔｈｅｅｘｐｏｓｕｒｅｔｏ

５００infectivestagenemas，thelarvae

weretransfered↓tothenewvessel
whichcontained500freshinfectivesta‐

ｇｅｎｅｍａｓ（●)，ａｎｄｉｔｃｏｍｐａｒｅｄｗｉｔｈ

ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆ“nottransfered,,（○）

（seealsoTable5)．

それにもかかわらず，Ｆｉｇ．４Ａは，100％寄生してい

る宿主の周囲に線虫が,前述３－２で観察したのと全く似

た形で集中化したことをしめしている．すなわち，容器

Ｂに移すと，カプセル内に，Fig.３Ａにしめすのと同

じような集中がおこる．

考察

一連の実験を通じて，本種線虫を蚊対策に実用化する

際の問題点，および本種の宿主に接近する機構を検討し

た．

本種線虫を蚊発生源に放して，蚊の幼虫に寄生させ駆

除をしようとするには，あらかじめ水中に孵化瀧出させ

た感染幼虫を発生源に運び散布する方法が従来とられて

いた．目的害虫の寄生率，死亡率を高めるのには，この

際に，宿主数に対応しうる充分な感染幼虫を放すこと

が，必要とされていた（Petersen＆Willis,1970)．今

回の実験（２－１）でも，この重要性を指摘しうる．加

えて，宿主のいない水中での線虫の死亡が，かなり早期

に，高率で起った．バンコクでのChapmanら(1972）

（１３）
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い、本線虫の場合，宿主の何を感知して集まるか不明で

あるが，上述の１)，２）から，宿主を認知して集まって

くる線虫は，そのごく周辺部にいるものに限られている

のではないかと考える．

集中化は，宿主との接触の機会を増加させるから，第

二の過程，宿主体内への侵入には好都合な現象である．

しかし宿主が多くなるのに応じてより多数の寄生虫が誘

引をされないのだから個々の宿主がより多数の寄生虫に

攻撃される機会は，宿主密度が低いほど，高い．一方，

宿主体内から見出された線虫総数は，寄生された宿主の

総数との間に，高い相関関係をしめし，さらに，寄生世

代線虫数の平均値ｍは，その分散の値より大であっ

た．本種の宿主侵入は,かなり選択的，規則的なよう

だ．

従ってある宿主密度までであれば，宿主が多いほど，

寄生定着する線虫総数が増加する．この域を越えた高密

度の宿主では，恐らく宿主の動きもより激しくなり線虫

の侵入定着を相乗的に難かしくし，一方集中化をより長

期に維持するには線虫の寿命が尽きてしまうので，結果

として，定着する線虫数が少なくなると考える．

２匹の宿主に対しては，100％の寄生が完了してもな

お４～５時間も集中化が続き，ついには宿主を殺してし

まった．所が，完全に寄生されて数時間を経過した宿主

群には，８時間もの集中化をしめしながら，ごく少数し

か宿主体内に侵入出来なかった．宿主は，最初の感染に

対しては全く無防備で，一度に多数の侵入を許すが，数

時間を経過すると，既感染に伴なう再感染防衛機構が，

備えさせらられたと解される．この防衛機構の解析は，

他の問題，宿主周辺の集中化が,５０，２５，１０，と宿主数

が減少するにつれて早期に終った理由，あるいは，線虫

を宿主周辺に誘引する作用機構などと共に，今後明らか

にしたい問題である．

感染幼虫は，宿主群の周辺に集中化するが，その場の

感染幼虫密度は，宿主数が増加しても激増することな

く，ただ集中化している時間が長くなる．しかし，経時

的に密度が高まることはない．また，100％寄生してい

る宿主に対しても，新しい感染幼虫は，同じように集中

化する．

線虫の宿主体内への侵入定着は，少ない宿主数では，

きわめて早<におこなわれる．侵入は，集中化の継続と

伴なって進行するが，宿主数が多いと，100％寄生迄に

より長い時間を要する．しかし，既に寄生を完了して数

時間経過した宿主に対する侵入は，著しく少ない．侵入

・定着した寄生虫数と，寄生を受けた宿主数の間には高

い相関関係が認められた．

供した線虫は，アメリカ農務省ＤｒＪ．Ｊ，Petersen

より寄与された．また，本稿作製にあたり，国立予防衛

生研究所寄生虫部林滋生部長の御助言を頂き，筑波大学

安羅岡一男教授に，文献の貸与をえた．当研究室の大森

南三郎教授他教室員一同の実験協力も併せて，各位に感

謝する．
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I Abstract

POPULATION BEHAVIOUR OF REESIMERMIS NIELSENI, A NEMATODE

PARASITE OF MOSQUITOES, WITH NOTES ON THE ATTRACTION

OF INFECTIVE STAGE NEMATODES BY MOSQUITO

LARVAE, CULEX PIPIENS MOLESTUS

Takeshi KURIHARA

{Department of Parasitology, Teikyo University

School of Medicine, Kagay Itabashi, Tokyo)

This paper describes the population behaviour of Reesimermis nielseni Tsai and Grund-

mann (Mermithidae : Nematoda), a promissing biological control agent, with respect to the

attraction of the infective stage nematodes to mosquito larvae, Culex pipiens molesttis, under

the laboratory condition.

Each of 150 infective stage nematodes was separated and placed with 2 ml. of water under

constant temperature at 10, 15, 20, 25 and 30°C respectively. The number of the active ne

matodes was decreasing as time passed. The LT-50 values were calculated as 1.79 days at

25°C and 5.33 days at 15°C. However, the rate of parasitism was higher when the nematodes

exposed to mosquito larvae at the 25°C than when these placed under the lower temperatures.

Various numbers of the second instar larvae were exposed to 150 parasites. As a re

sult, almost 100% parasitisms were obtained when the number of parasites in the infective

stage to the mosquito larvae exceeded a ratio of 3:1. As the number of larvae increased

the percentage of parasitism decreased.

Sixty larvae were arranged in each of glass vessels with various patterns of distribution

using screen containers and exposed to a constant number of infective stage nematodes. Rate

of parasitism was lower when the caged larvae were held at a edge or two spots than when

the caged larvae were dispersed for more than three spots in the vessels.

Marked aggregation of infective stage nematodes in the screen cages, which contain 2,

10, 25 or 50 mosquito larvae, were observed. However, the density of the nematodes in each

cage was not rised as exposure time elapsed. Though the number of larvae in the cage in

creased yet the density of nematodes aggregated were not rised. The phenomena of aggrega

tion prolonged for 6 hours when the nematodes were exposed to two mosquito larvae, 8 hours

to 10 larvae, 10 hours to 25 larvae and 12 hours to 50 larvae.

The incidence of parasitism and the number of parasites in parasitic stage increased with

the lapse of exposure time. All the larvae were parasitised when the aggregation ceased in

each cage except in case of the two larvae which were parasitzed within 30 minutes after

the initiation of exposure. When the nematodes freshly hutched were exposed to the 25 lar

vae which had already been exposed for 14 hours to the namatodes and supposed to have been

thouroughly parasitised, the active aggregation of the parasites also took place. Neverthless,

incidences of subsequent penetration of nematodes were extremely low.




